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第２回門真市立市民公益活動支援センター 

指定管理者候補者選定委員会会議録 

 

１．開催日時 平成 27年９月９日（水）午後２時 30分から午後４時 15分まで 

２．開催場所 門真市役所別館３階 第３会議室 

３．出 席 者 （委員）直田委員長、土山副委員長、三浦委員、井出委員、森本委員 

       （事務局）小野地域活動課長、文能地域活動課課長補佐、 

脊戸地域活動課主査、寶來地域活動課係員 

４．内容   開会、審査方法説明、プレゼンテーション審査、休憩（集計） 

審査結果の報告、総合評価、閉会 

５．傍聴定員  －（非公開のため） 

６．担当部署 （担当課名）市民生活部 地域活動課 

       （電  話）06-6902-6034（直通） 

７．会議録   

 ※ 特定非営利活動法人あいまち門真ステーションを「あいまち」、みんなのかどま

協議会を「みんなのかどま」と表記いたします。 

【事務局】 

お待たせいたしました。 

ただ今から第２回門真市立市民公益活動支援センター指定管理者候補者選定委員会

を開催いたします。 

私は、司会進行をさせていただきます地域活動課長の小野でございます。よろしく

お願いいたします。 

それでは直田委員長進行のほどよろしくお願いいたします。 

 

【委員長】 

お忙しいなか、第２回選定委員会にお集まりいただきまして、本当にありがとうご

ざいます。 

前回の書類審査に続きまして、今日は応募団体によりますプレゼンテーションと質

疑応答に対する審査を行いますので、事務局から、まずは審査全体の流れ、採点の方

法等についてご説明をお願いします。 
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【事務局】 

先に、本日、お手元に配付させていただいております資料につきましてご確認をお

願いいたします。まず、本日の次第、各委員のお名前を記入いたしました第２次審査

評価個表、資料１「２次審査予定表」、資料２「第１次審査結果報告」の以上４点で

ございます。揃っておりますでしょうか。揃っておられるようですので、次に移らせ

て頂きます。プレゼンテーション審査につきましては、申請書の提出順に、特定非営

利活動法人あいまち門真ステーション、みんなのかどま協議会の順に行っていただき

ます。  

入室後、５分間を準備時間といたしまして、その後10分間のプレゼンテーションを

行います。これが終わりましたら、委員の皆様と申請団体との質疑応答を30分間行っ

ていただきます。これが終わりましたら、退室後速やかに次の団体に入室していただ

きその後は同じ流れで審査を頂くという運びになります。  

２団体の審査が終わりましたら、お手元にございます第２次審査評価個表により採

点していただくわけでございますが、配点はプレゼンテーション・質疑応答を総合し

まして100点満点で評価をご記入いただきます。記入が済みましたら個表を回収、集計

の後、１次審査結果と２次審査結果を提示させて頂き、総合得点で指定管理者候補者

を決定いただくという流れでお願いしたいと存じます。以上でございます。 

 

【委員長】 

はい、ありがとうございました。それでは準備ができ次第プレゼンテーション審査

を開始したいと思います。プレゼンテーションの進行は事務局のほうでお願いしたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

 

【事務局】 

まもなく、特定非営利活動法人あいまち門真ステーションさんによりますプレゼン

テーションを行っていただきます。 

審査の前に事務局より、２点確認をさせていただきます。 

貴団体の役員等に本市の市長、議員が加わっていませんか、ご返答ください。 

 

【あいまち】 
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はい。ございません。 

【事務局】 

次に、貴団体の構成員に暴力団員または暴力団員と密接な関係を有するものは、い

ませんでしょうか。 

 

【あいまち】 

はい。ございません。 

 

【事務局】 

ありがとうございます。なおプレゼンテーションで発言された内容は、貴団体が今

後、施設管理をしていただくにあたって、原則として拘束されるものとなりますので

申し添えます。 

プレゼンテーション終了後、提出書類やプレゼンテーションに対する委員からの質

問に答えていただくことになりますので、よろしくお願いいたします。 

 

【あいまち】 

はい、分かりました。 

 

【事務局】 

それではプレゼンテーションを始めて下さい。 

 

【あいまち】 

 

【事務局】 

お疲れ様でございました。これで特定非営利活動法人あいまち門真ステーションの

プレゼンテーションを終了させていただきます。それでは、質疑応答に入らせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

 

【委員】 

質問させていただきたいと思います。プレゼンありがとうございました。いろいろ
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事業計画を立てていただいていますが、その事業計画どおりにいかなかったとき、そ

うならないようには努力していただけることは当然だと思いますが、そうなったとき

にどう対応されようとしているのか。逆の場合は還元があるのか、どのように考えて

いらっしゃるか、お聞かせいただけますか。 

 

【あいまち】 

まず、うまくいかなかったときというのは考えないようにしております。成功すべ

くやはり目標を達成するということで頑張っております。頑張るという言葉でなくて、

あいまち独自で考えるのではなくて、市民を巻き込んだ声を聞きながら、やっていき

たいと思っております。  

 

【委員】 

それは上回ったときのことでしょうか。 

 

【あいまち】 

これはそう望むべきでしてね。そうすべく日々続けるしかございません。はい。 

 

【委員】 

上回ったときは、追加でイベントをやっていただけるとか、そういったことも、期

待していていいのでしょうか。 

 

【あいまち】 

もちろんそれは考えております。それよりも上回ったときというよりも必要に応じ

て求めが市民からあれば、また世の中が変わってきたという時には、それに対応する

のが、民間の我々でして、それはもう市と相談しながらやっていきます。 

 

【委員】 

市民協働の課題の関係ですけれども、全国的に見てどういう市民協働の課題がある 

というふうにお考えなのかが１つ。  

もう１つが、門真市の場合はどういう市民的協働の課題があるというふうに見てい
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るか。その２点を教えてください。 

 

【あいまち】 

ここでは、口幅ったいことにはなるかもわかりませんが、協働については、進んで

おりません。というよりも、協働を理解するというところだと思っております。 

 

【委員】 

それは全国の場合ですか。 

 

【あいまち】 

あ、全国の場合ですか。全国の場合は 知識の上で、すぐにと言えませんけれども、

結構言葉としては広がっていると思いますが、実績として進んでいる、進まないにつ

いてはちょっと私認知できておりません。 

 

【委員】 

それは門真市の場合ですか 

 

【あいまち】 

門真市の場合はこれからです。５年ほど前に、協働という言葉があがりましたが、

もう素直な私の気持ちですが進んでおりません。これからです。 

 

【委員】 

はい わかりました。 

 

【委員】 

私から一点。今回の委託の中でも12番の項目で中間支援組織協働コーディネート機

能というところがあって、一定この事業計画書にも書いていただいているんですけれ

ども、この部分については従来からもそうですが、今後についてはより市としては非

常に重要な部分であると思います。  

今回委託の中でも、管理部門以外でも、非常に重きを置いた部分かなというふうに
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考えておりまして、そういった意味ではこの地域の団体、そういったものの形成、あ

るいはそういう団体のスキルアップというふうなことが非常に必要な部分ではありま

す。そのためには、それを育成するような人材というものが、例えば、あいまちさん

という組織の中になければいけないのかなと思います。そういう部分で現状の中であ

いまちさんの場合は６年という実績があるわけなので、そういったものに対して今現

状そういう人材がいる、いていないも含めて現状どうなのか。もし、足りないんであ

れば、今後それをどうしたいのかというふうなことをちょっと教えていただければと

思います。 

 

【あいまち】 

はい、ほんとに我々の経営の根幹に関わるところでございまして、あいまちの受け

皿というのは本当に広範な人が集まってくるというふうに理解しております。ですか

ら、知らないことはないというぐらい自分達が自ら勉強しなければならないな、とい

った意味でネットワークをつくる、つくらなければならないうところで、門真でじっ

としているんではなく、アンテナを張ろうということでＫＮＮと申しましたが、そう

いった団体との勉強会や情報交換会を重ねながらニュースをとるということを、まず

ひとつ外部からの研修です。 

そして、自らもいろいろと勉強には出かけておりますが、市の職員も派遣したりし

てやっております。それと受けてきた情報というものをどう市民に提供するか。伝え

るか。といった意味では、今現在、市がやっておられます。地域会議へのＰＲ、そう

いう所も兼ねて策を練っておりますが、今のところもっと欲しいなということもござ

います。  

 

【委員】 

先ほどのプレゼンテーションの中でも、色々な資格を持った人材が集まっておられ

るとか、地域に根ざした人材が集まっておられるとか、プレゼンテーションをいただ

いたんですけれども、端的に今のお話の中では、まだ現状では、そういった人材につ

いては力不足だというふうな認識をいただいているんですかね。 

 

【あいまち】 
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捉え方としては個々人はすばらしいものをお持ちですので、やはり我々の中でも連

携させるというか思いを１つに持っていく、同じ基準で物を見定めるというところに

おきましては、月１回２回の役員さんとのミーティングはやっているんですけれど、

そういった中、もう少しやり方も進め方もいろいろと考えていかねばならないなあと、

６年間やってまいりましたが、「６年も」と考えるのか、「６年しか」と考えるのか、

これは、難しいことはあるんですが、やっと手ごたえが感じられてきたなということ

は自分自身感じております。特に大学さんとの連携という意味では本当に感謝してお

ります。 

 

【委員】 

はい、ありがとうございました。 

 

【委員】 

どうもプレゼンテーションありがとうございました。まず１つお伺いさせてくださ

い。あいまち門真ステーションさんがこの間運用を担ってきて、どれぐらい市民活動

支援をできたかその実績を教えてください、数字でなくても構いません。 

 

【あいまち】 

具体的なことでもいいんでしょうか。 

 

【委員】 

どうぞ、これが運営してきた実績だと思われることをお話しください。 

 

【あいまち】 

身近な事例から申し上げます。中間支援という立場ですので、何が中間かよく分か

りませんけど、やはり困っていることがあれば、そこを何か応援したいなという思い

でやっておりまして。例えば、今でしたら、摂南大学さんにありますホッケー部と連

携してそのホッケーを門真に持ってくる。そして、門真にある総合型地域スポーツク

ラブはすねクラブがあるんですが、そこの運営に供したいなとのことも今一つやりか

けております。 
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そしてまた、門真の地域会議を、すすめておられますが、そういった地域会議につ

きましても、先ほどちょっと絵にもございましたが、五月田校区でＨＵＧという避難

所運営ゲームというのがあるんですが、これも摂南大学の理工学部の先生に協働いた

だきましてＨＵＧを展開している。市のやっているやり方と、ちょっと我々がやって

いる地域会議のおこし方も時間をかけてできますので、ＨＵＧを１つのキーワードと

して、今現在、一つの小学校区を攻め落としました。そして、隣の小学校区、そこも

今手を挙げてくれますので、今年度そのＨＵＧをやります。 

そして、中学校区としてまとめて地域会議に持って、きたいというなことは考えて

います。これは、身近な２つです。 

 

【委員】 

それはどんな市民活動が支援されたと言えるんでしょうか。今の話はですね摂南大

学さんとの連携についてお話いただいたと思うんですけれど、それがどんな市民活動

を支えることになったとお考えですか。 

 

【あいまち】 

総合型地域スポーツクラブのはすねクラブでございますが、やはり我々と同じＮＰ

Ｏでして、苦しい生活事情がございます。収入の面、そして経営の面では非常に苦労

しておられます。 

そういったところを少しでも市民活動と言いますか、まあクラブのメンバーを増や

す。そして、経営を少しでも役立てたいということと、門真に人が集まってくる賑わ

いづくりになるかなという思いでやっております。 

それから、もう一つの地域会議の件ですが、これも、「やれ」では集まりませんの

で、やっぱり隣の小学校区といいましてもあまりなじみがない、そこは融合させよう

と思いましてだれもが大事な自分の命、身を守るということが頭に浮かびまして、Ｈ

ＵＧを取り入れて、進めようとしておるところです。 

 

【委員】 

ありがとうございます。すみません、それではもう一点。 

現在ですね、今個別にどのような市民活動を支援してこられたかという実績をお伺
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いしました。今後どんな形で市民活動を支援していけるというふうにお考えなのか。

その見込みについて、今、されていることの事例をお伺いしましたけれども、おそら

くそうしたケアはですね、すべての市民活動さんにはできないのかなと思っているん

ですが、今後市民活動をどのように支援していけるというふうにお考えになっておら

れますか。 

 

【あいまち】 

常々思っておりますことは、やはり市民の方が持っておられるシーズまたはニーズ、

そういったやはり感度を上げていきたいなと。それを生かしていきたいと思っており

ます。個々、いろいろと団体さんが悩みを持っておられますので、やはりそういった

方がセンターに集まっていただいて、愚痴を言いながら、ともに考えられるような、

そんなセンターづくりを目指します。 

 

【委員】 

ありがとうございました。最後に一点。そのプレゼンテーションの中で、今のお話

にもかかわると思いますが、開かれた施設になるためにわかりやすい方法でＰＲして

いくことが大事というふうにおっしゃっておられましたが、具体的にはどういうふう

にされて行かれるご予定でしょうか。 

 

【あいまち】 

今６年目が長いか、短いかわかりませんけど、せっかく自分らの思いでホームペー

ジを立ち上げている。 

その中身についても、自分らが言いたいことを知りたいことを一生懸命発信してい

るつもりやったんですが、結果的に見てみますと反省なんですけれども、相手側が知

りたい情報を発信できていなかったというのが今の現状です。そのへんは変えようと

いうことで、今、大阪電気通信大学、そして摂南大学、大阪国際大学、この３大学の

学生さんをちょっとチョイスしまして、そのホームページの見直しを、予算がまだわ

かりませんので、予算がわかりましたら、市と相談しながら、ホームページの見直し

をしたい。発信のあり方を考えたいというふうに考えております。 
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【委員】 

とりあえず、三点お伺いさせていただきますけれど、一つずつ順番にいきます。 

端的に答えていただいたら結構です。センターのクライアント、顧客は誰なのかとい

うことをどうお考えでしょうか。 

 

【あいまち】 

市民です。  

 

【委員】 

もう少し何かちょっと抽象的すぎて。 

 

【あいまち】 

悩める方が来ることができるということでしょうか。 

 

【委員】 

悩みというには色々幅広いですから、心の悩みとか就業上の悩みとか、進学上とか、

生活の悩みとかいろいろおありだと思いますが、もうちょっと絞って、どんな感じで

すか。 

 

【あいまち】 

何でも話ができるな。聞いてよ。と言ってもらえるような、また振り返ったら、行

って良かったな。だけです。 

 

【委員】 

分かりました。それじゃあ２つ目ですけど、公益活動センターに限らず、市民活動

ＮＰＯの活動というのは、これからは地域とすごく繋がっていかないとうまくいかな

いだろうというふうに考えられますし、そういう動きがよくあちこちで出てきている

と思うんですよね。 

地域といっても自治会であったり、そういういろいろな団体ですよね、そういうこ

とについてどういうふうにお考えなんですか。具体的にこういうことをして繋がって
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いきたいという実績ないしこれからの予定をお願いします。 

 

【あいまち】 

ボランティアポイントが10月１日から始まるわけなんですが、その権利を利用する

というのはおかしいですが、昔地域通貨の話をさせていただいたんですが、そのとき

も、門真の全自治会を訪問させてもらったという経験があります。 

今回ももう一度振り返る。また、反省するという意味から、全自治会をまわってこ

のボランティアポイント制度についてのわかりやすい説明会をしたいなというふうに

考えております。そしてニーズを拾いあげて、いかに自分らの公益活動支援センター

としての仕事に結び付けていくか、市民の声を聞くといういい機会にしたいと考えて

おります。 

 

【委員】 

はい、ありがとうございました。それではもう１つですけども、こういう市民活動

というのはなぜするかというと地域にいろんな課題があるからですよね。ということ

は、逆にその地域の課題をそちら様はどういうふうにお考えなのか。  

例えば、門真市の課題というのは、どんなことか。この周辺でも結構いろいろ事件

など起こっているようなご時勢ですから、いろいろな課題はあって欲しくないですが、

多分あると思うんですけれど、それについてこういう事が門真の問題だというとでお

考えというのが何点かあれば教えてください。 

 

【あいまち】 

山ほどあるんですが、それを終わらすわけでもいけませんから、まず、一番気がか

りのことだけ申し上げますと、門真の伝統文化というものをぜひ見直してほしいし、

真剣に門真市にも取り上げてもらいたい。 

例えば、我々は一番大事なものは何か、門真はレンコンというのがあります。パナ

ソニックもありましたが、まずレンコンという土着のものから申し上げます。レンコ

ンレンコンということを皆言うわけですが、レンコンをほんとうに守れているのか。

レンコンの畑は昔、ずっと見渡す限りレンコン畑だったが、今ぽつぽつという中で誰

が守るんだろうということを一番僕不安に思うところです。 
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そこで、提案をつねづね個人的にしているんですが、岐阜の長良川の鵜匠と同じで 

守れる人をつくらないといけない。というように私は申しております。いわゆる鵜匠

のような行政が守って、レンコンを守るというような形の文化をつくっていかないと、

そのうちに、レンコン堀えらい、しんどい、というなかで、年間稼げる額は、新入社

員ぐらいしかないというようなことでしたら伝統は続かない。それよりも、売ったほ

うが何億というカネになる。そういうことでいいのか。そこはやはり私は一つだけ強

く訴えたい。また、自分自身が門真の土着民としての思いです。 

 

【委員】 

ありがとうございました。 

では、そういうレンコンの保全とか、活性化をされるＮＰＯがあれば応援されるわ

けですか。 

 

【あいまち】 

もちろんその通りです。 

 

【委員】 

はい。ありがとうございました。 

 

【委員】 

すいません、追加でお願いします。 

市民に聞いてニーズを拾い上げて、対応しますという姿勢が見えて非常に良いこと

だと思いますが、ボランティアポイント制度をスタートするに当たり、各自治会をま

わられるということですが、それでニーズがわかるのかと懸念します。ある程度、あ

いまちさんの方で「こういったこと」を投げかけないと救い上げるのも難しいと思い

ますが、具体的にお考えのことがあったらお聞かせください。 

 

【あいまち】 

そのへんにつきましては、５年前に始めた地域通貨、例え話ですけれど、ずっと回

ったときに「そんなもんできるかい」、「やめとけ」と言われました。絶対に成功は
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あり得ない。と言われました。で、僕が答えたのは、そんなことありません。絶対成

功します。なんで成功するんだ。という質問に対して、私がやるからですと答えまし

た。あきらめない。それが私の信念です。 

今回のボランティアポイントも地域通貨をやっておりまして、できなかった部分を、

このポイント制度をもって上書きしていって、門真に優しさ、思いやり、そういった

ことが言い切れるような門真にちょっとでも変えたい、という門真を愛する私です。 

 

【委員】 

すいません。先ほどレンコンの話がありましたけれども、それを市民的協働で 

具体的に解決を図るという計画はないんですか。 

 

【あいまち】 

計画はございません。やはり盛り上げていかないとと思います。やはり、市民意識、

そして、もう既にそういうことを思っている方、やろうとしている方が何名かおられ

ます。そういった方を盛り上げていきながら、横で支えるのが我々だと思いまして旗

振りをして１つにこだわるということではなくて、市民活動として盛り上げていきた

いと思っております。 

 

【委員】 

同じくレンコンの件で、これを盛り上げていくために行政にもお願いしたいという

ふうな言い方があったのかなと思ったんですけども、先生方ご指摘されているように、

そういう団体さんの方でそういったものをしっかりと盛り上げていくというふうな、

意思表示を今されているかなと思うんですけれど、本来的にはそういう意味ですよね。 

行政にがんばって欲しいというふうな言い方に聞こえたんですけれども。 

 

【あいまち】 

その思いも入っております。例えば、先ほどの鵜匠の話をしたんですが、やはり農

林水産省の職員という立場があります。そうしますと、門真で守る伝統文化について

准職員でもできんかな。 

そして、守るという意思を示していただいて、市も伝統文化を大事にしようとして
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るんだと、市民も頼みますというような感じのお互い様、いわゆる協働という立場と

いうふうに思います。 

 

【委員】 

ありがとうございます。もう一点お伺いしたいんですが、もし、今回指定管理に残

念ながら落選であった場合、どのような活動をしていかれようとお考えなのか。ある

いはそうではないのかということを教えてください  

 

【あいまち】 

落ちることはあり得ないと思っているんですけれども、最悪はそうなるかもわかり

ません。そうなったときに、変な意味、もう縮小しかありません。まず、給料は支払

えませんし、次の３年に、最後に挙げておりますように、今度は自立に向けて、事業

を展開していこうかなということを、やっと見えてきたというんですかね。こんなこ

とをしたら良いんじゃないということが見えてきたというところです。ですから縮小

というよりも、解散になるかもわかりませんが、次のできる方に引き継ぐということ

で、思いは伝えたいと思います。 

 

【委員】 

すいません。あいまち門真ステーションさんとしての活動という気持ちだったんで

すけれども。 

 

【あいまち】 

あいまち門真ステーションとしては、やはり今まで言ってて知らん顔はできません

ので、下支えはしていきたいと思います。 

 

【委員】 

あと数分ありますんで、いくつかお願いします。 

１つは、ネットワークをお持ちだというのが、あいまち門真ステーションさんの凄

く優位性といいますか、というふうに仰っていたと思うんですけども、そのネットワ

ークの、少し具体的なイメージがこっち側で分かるような何かこういうところとネッ
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トワークを持っているとか、活動はどんな団体とつながっているとかいうことを教え

てください。 

 

【あいまち】 

具体的に申し上げますと、今、ボランティアの話しをしておりましたが、それを考

えますと、門真にたくさんのボランティアをやっている団体、個人が見えるわけなん

ですが。じゃあ、福祉もからめて考えたときに、そういったことを包括的にお互い連

絡網があるかとしたら、「おれが、おれが」の世界でして、結局ふたを開けたら何も

ないというふうになってしまうかなと思います。そういった意味では、既に市の方に

は申しておるんですが、できたらそういった団体を、包括的にまとめるような門真市

として、福祉行政全体を包括できるようなネットワークを作りましょう。というふう

に申し上げております。特にボランティアポイントもありますので、これを広めよう

と思いましたら、そういった各団体がまとまらないとできないという思いがあります。 

 

【委員長】 

ありがとうございました。ほかにないですか。  

 

【委員】 

門真を知り尽くしているという売り文句でしたので、あえてお尋ねするんですけれ

ども、先ほどの課題としてのレンコンが上がりました。レンコン以外で、こういう問

題をぜひ解決すべきだというなにかございますか。 

 

【あいまち】 

私は、門真で生まれて67年、この週末に迎えるんですが、自分が育った門真から大

きくやはり"変わった""希薄になっている"という気がします。特に爆発的に人口が伸

びた、昭和40年代の中盤かそれ以後なんですが、そのとき爆発的に人口が増えて、門

真というものがある意味、消えたなという寂しさがございます。だけれども、それか

ら50年としてみますと、もう新しいまちになっているなと感じます。そうしたら、自

分が生まれたときよりも、今の現状で、じゃあ、どう門真をつくっていくかというこ

とを、原点に立ち返って良いか悪いかの判断じゃなくて、原点に立ち返って次をにら
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んだ方が良いかなと思っております。 

 

【委員】 

細かいことですけども、ご提出のあった書類の中で、あいまちさんの、平成26年度

の活動計算書というのがあるんですが、指定管理の部分で、マイナス200万円ですか。

結構大きなマイナスを出されているのは。財産目録でも同じですけども。これはなぜ

でしょうか。 

 

【あいまち】 

お恥ずかしい話ですが、職員が相次いで辞めるという事態になりまして、人件費が

大きく重なったという時期がございました。引継ぎということもございましたし、我々

がやっております地域通貨の整理にひどく時間がかかった。近畿財務局に提出する書

類づくりであったり、その書類をつくるための材料それが間違いないかという金額の

確認であったり、整理の作業であったり、そういったことで手間暇がかかった、費用

がかかったという平成25年度だったと思います。 

 

【委員】 

今後はそういうことはないと考えてよろしいでしょうか。 

 

【あいまち】 

はい、一応昨年度から自動で集計する機械を新しく市の方からいただきましたので、

それでもって手間がかからないように、一応今、現在は進めております。 

ですから、あの当時でしたら、二人工から三人工ぐらいかかっていた仕事が、今は

一人、予算では0.5人工なんですが、それくらいに近い状態で今現在は推移してると思

っております。 

 

【委員長】 

他に何か委員の方からありますか。 

大体時間が来ましたので、これで質問は終わらせていただきたいと思います。どう

もありがとうございました。 
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【あいまち】 

ありがとうございました。 

 

【事務局】 

それではまもなく、みんなのかどま協議会さんによるプレゼンテーションを行って

いただきますが、審査の前に、事務局より２点確認をさせていただきます。 

貴団体の役員等に本市の市長、議員が加わっておりませんかご回答をお願いいたし

ます。 

 

【みんなのかどま】 

はい、加わっておりません。 

 

【事務局】 

ありがとうございます。 

次に貴団体の構成員に、暴力団員または暴力団員と密接な関係を有する者はいませ

んでしょうか。 

 

【みんなのかどま】 

はい。おりません。大丈夫です。 

 

【事務局】 

なお、プレゼンテーションで発言された内容は貴団体が今後、施設管理をしていた

だくに当たって、原則として拘束されるものとなりますので申し添えさせていただき

ます。 

プレゼンテーション終了後、提出書類やプレゼンテーションに対する委員からの質

問に答えていただくことになりますので、よろしくお願いをいたします。 

それでは、プレゼンテーションを始めて下さい。 

 

【みんなのかどま】 
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【事務局】 

お疲れ様でした。これでみんなのかどま協議会のプレゼンテーションを終了させて

いただきます。それでは質疑応答に入らせていただきます。 

 

【委員】 

プレゼンありがとうございました。  

最初の質問ですが、事業計画を立てていただいていますが、その中でうまくいくこ

ともあれば、ちょっと期待はずれだなということもあろうかと思います。計画どおり

にいかなかったときにどう対応されようとしているのか、あるいは上まわった時は、

何か追加で還元を期待してもいいものなのか。そのあたりをどうお考えか教えてくだ

さい。 

 

【みんなのかどま】 

もちろん計画どおりにいかないというのは、もう織り込み済みではございまして、

例えばうまくいかなければ、正直に予算の枠内とか大枠の中ではやめていくとは思い

ます。あくまで、それぞれのやり方が悪かった。例えば、企画が悪かった、人の集め

方が悪かったというところは、幾らでもこれは修正できるところなんで、見直しは進

めていきます。 

還元のお話があったと思うんですけども、ここの還元の話については実際に逆に還

元していいのかどうかというところは、もう一度相談させてからでないと分からない

んで、そこは年度、年度のところでもう一度協議をさせていただきたく思います。 

 

【委員】 

ありがとうございました。 

市民的協働に関して２点質問させていただきますので、順番に答えていただきたい

と思います。まず、全国的に見た場合に、何が市民的協働の課題というふうにお考え

なのかというのが１点目です。  

２点目は、門真市の場合は何が市民的協働の課題というふうにお考えなのか。その

２点をお願いいたします。 
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【みんなのかどま】 

全国的な課題と門真市の課題ということでご質問を受けましたので、一つひとつお

答えします。 

全国的というところは、私も全国の他市にある同様の活動センターとかも拝見させ

ていただいたりとか、色々情報は伺っているんですけども、とにかく生活のなんてい

うんですか時間帯が違うというのは大きいと思うんですね。特に門真市さんもそうな

んですけども、サラリーマンとしてお務めの方と、自営業系の方と、あるいは引退さ

れた方、さまざま時間のとり方が違うというとこで、まず垣根が１つできると思いま

す。これが全国的にある課題です。ただ、それが農村地域であればもう少し緩和はさ

れると思うんですけれども、全人口的にみればそちらのほうが多いかなと認識してお

ります。 

門真市さんとしての課題は、私も「門真もん」とかに行かせてもらったり、いろい

ろ少ないながらも拝見はさせていただいているんですけれども、個人として動いてい

る方は非常に他市と比べて活発だなと印象を受けております。 

ただ、それが例えば組織化される。条例の中にも５人以上の団体であれば登録団体

できると書いてあるんですけども、それで、５人以上になって、公益性を持っていて

なるとそこまでのところで垣根があるか、個人で動けてしまうからいいかな、という

のもちょっと感じたりはします。そこさえ超えれば、色々活発なとこが出てくるじゃ

ないかなととらえている次第です。 

 

【委員】 

すみません、今の分はですね、この組織をしていくときのポイントというふうに受

けとめたんですが、課題とすればですね、市民的協働が取り上げていってやっていく

という課題としてはどういう点があるとお考えですか。 

 

【みんなのかどま】 

僕も今年の始めから門真の方に住み始めまして、いろいろ見てはいるんですが、先

ほど近藤からありましたとおり、活発な市だなという率直性な感想は持っているんで

すね。    

その中で、それをやられてる方とやられてない方、また知っている方と知られてい
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ない方は、はっきりしてるなという感想があります。ですので、まず僕らが取り組む

に当たって、まずやらなければならない事は、情報の浸透をする方法はどうしようか

と伝えていくという活動を、どうしていくべきかというところがまず僕は大切かなと

思います。 

知っててやっているのと、知らないで全然やらないのと違うと思いますので、その

浸透具合はまず課題と考えております。 

 

【委員】 

先ほどから、協働のコーディネート機能ということにかなり力を入れて、ご説明い

ただいてるかなと思うんですけれども、今回の委託の中で施設管理もありますけれど

も、本質としては、そういった中間支援としての、協働コーディネート機能、これに

ついて非常に重要なポイントかな、あるいは大切に進めていただきたいなと思いもあ

りますので、そういった観点から１点だけちょっと質問させていただきます。 

やはりそういったことをする場合に、組織側でそのような人材コーディネートがき

っちりできる人材がいないといけない。これがまず基本かなと思うんですけれども、

先ほど説明の中では、かなりそういった人材が豊富だというふうな印象を受けまして、

実態としてはやはり関団協さん、あるいはみんたく団さんの中で、今現状そういった

能力が培われた人材というのを、門真のほうに振り分けて、運用されるというふうな

認識でよろしいですか。新たに外からという感じではないでしょうか。 

 

【みんなのかどま】 

私ども、両団体から人が出ていくというのは基本ですが、勿論外から、こういった

ことができる方は、助けは仰ぐつもりでおります。どちらも活用しますが、今ここに

いるメンバーだけでも、実際コーディネートをやった経験のあるものは複数名おりま

すので、それで回していくところが基本であります。 

 

【委員】 

そうすると、団体で３名が常駐体制というのは、仰った方になっていたんですか。

そういった分を含めて、その３名常駐で実際のスタッフはやはり相当人数その交代も

含めて、いったいどのぐらい人数が関わられる予定、あるいは、例えば不特定で何人
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か常にかかわっているという状況なんですかね。 

【みんなのかどま】 

特定の者が３、４名はいるような形で、週５日全て入る形はなかなか難しいという

ことは考えております。実際、両団体の運営の時間もありますから、それでも専従に

近い形で入れるものはしっかり用意しますけども、それに加えて繁忙期に、先ほど申

し上げましたように、アルバイトやボランティアを募集しますので、実際にかかわる

人数としては、もう少し増えて10名あるいはスポットで入る方も含めれば20名から30

名になる見通しはあります。 

 

【委員】 

答えにくい質問かもしれませんけれども、今回の委託料ですね熱意を持ってこうい

うのを運営しようというような、この委託料の金額っていうのはどういうふうに感じ

ておられます。 

 

【みんなのかどま】 

金額については、他市の要項にいろいろな状況があると思いますから。なかなか、

そこを指定管理料が高い安いという言えないところなので、何とも受け取ることは難

しいところであります。 

ただ、しいて言うならば本当に余裕を持って、この３名体制というよりはどの時間

帯も２名体制で行こうと思うと、もっと工夫が必要かなということは感じさせられま

した。 

 

【委員】 

はい、ありがとうございました。 

 

【委員】 

プレゼンテーションありがとうございました。よろしくお願い申し上げます。 

皆さん方の代表のおひとりが門真にお住まいだということですが、今年から住み始

められたということでよろしいですか。そう意味では、ある意味アウェイとまではい

かなくとも、ホームではないところで活動を展開されるということはですね、これま
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での経験を生かすということはもちろんあるかと思いますが、中間支援組織に大事な

信頼感の醸成であるとか、そういうところではある意味ホームではないところからの

スタートになることになるかと思います。それを超えていくことが必要なんだろうと

思うんですが、どのように門真市に根を張っていこうと考えているか、その取っかか

りは先ほどスタッフが回りますとお話もありましたが、取っかかりや具体的なイメー

ジがあるんだったらもう少しお話しいただけますか。 

 

【みんなのかどま】 

ありがとうございます。今、僕が代表をやらせてもらっているわけがそこにありま

して、大丈夫です。全然ホームです。門真に住んでいるから、アウェイとかホームと

かの考えではなく、基本的に目指すことが一緒であればホームな感覚でこれまでもそ

ういうふうにやってきておりますし、今現在も六甲の方で取り組んでおりますので、

一番大事なのは同じ方向を向けるかどうかというところではないでしょうか。ここが

大事かと考えておりまして、まず先ほどの近藤の説明にもありましたが、そのコーデ

ィネートをする側にまわっていく人材と、管理をする人材とは当然分かれて行うこと

になりますので、３名が３名そのコーディネートを行うというわけではないですね。

当然、業務として実務として中にいる人間と、外に飛び出して行く人間とは、当然別

れてくると思います。  

ただし、３年間あるんですね。３年間の中で僕１人が回っても難しいと考えており

ますので、そこのコンセンサスをとるに当たり、コミュニケーションをかなりとらな

ければならないなと思います。これはスタッフ、メンバーもそうでしょうし、お伺い

してお話をしていく中で、僕はそう簡単に先程、ホーム、アウェイの話もありました

がすんなりいくと考えておりませんので、お答えとすればどれだけ顔を合わせてお話

ができるかというところにかかっているかと思います。 

 

【委員】 

ちょっとはっきりしなかったところがあるので、もう１つお伺いしたいんですが、

同じ方向って何ですか、また誰と同じ方向を向いているということですか。 

 

【みんなのかどま】 



 23 

はい、これは僕らも今後受託することになりましたらすぐにお伺いすると思うんで

すけども、そういう意味では、当然門真市長さんの肝いりの政策と聞いておりますの

で、まず市の向いている方向と住民側の求めているサービス、また、ＮＰＯの方も同

サービスがかなりに皆さんばらつきはあると思うんですね。 

それをまず、皆さんの話を聞いていくうえで、何処に向かっていったら、いいんで

あろうというところのコンセンサスがなければ、これを組織として機能しないと僕は、

個人的にそう考えております。 

僕の感覚でやっていいんであれば、どんどん進めるんですが、それが門真式である

かどうか、ほんとに望まれているかどうかというのは、違うお話かと思いますので 

そこからお話をしていく必要があるのではないかと、考えております。答えになって

おりますでしょうか。 

 

【委員】 

最初の話だと、市と同じ方向っていうトーンなのかなと思ったんですが、後半の方

では、市民の人と同じ方向をつくっていくというトーンでお話しされていたと思いま

す。 

そのどちらのニュアンスなんでしょうか。もう１つは、その方向が違う人とは例え

ば一緒にやれないということなんでしょうか。 

 

【みんなのかどま】 

難しいですね、確かに、すべてが全部同じ方向を向けばいいでしょうし、すぐに向

いてくれない方もいらっしゃることは現実に思います。 

だからといって、やらないではなくて、だから時間をかけていく必要があると考え

ているんですね。市民の方と門真市さんが、一致しているとも現状は正直思っており

ません。 

ただ、僕たちがいる理由ってそこなんですよね。だからこそ僕らが間に入って、先

ほど一番初めお話ししたとおり、情報がないんですよ。 

だから、知らないからできないのか、知っていて違う方向を向きたいのかは違うと

思うんです。まずは、そういうことを伝えていくことから始めたうえで、「違うんで

すね」とか、「そうだったの」、「じゃあ一緒にやろうよ」という２つの選択は出て
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くるかと思います。 

まあ、すんなり行く方は、すんなり情報が通えば進めると思いますし、違うときに

こそ対話が必要だなと経験則からはそう感じております。  

 

【委員】 

はい。時間がそろそろ私の持ち時間がなくなったようなので、同じ方向を向いてい

ればできるというお話でしたので、その方向について少し重ねてお伺いしてみたんだ

ということを確認しておきたいと思います。ありがとうございました。 

 

【委員】 

よろしいですか。それでは私から少しお伺いさせてください。とりあえず３つの御

質問をいたしますので、それぞれ端的に答えていただいたらいいかと思います。 

まず、１つはこの指定管理対象である市民公益活動支援センターというところです

よね。そこの一番のクライアントは、誰なんですか。どうお考えでしょうか。  

 

【みんなのかどま】 

難しいですね。お金をちょうだいするという意味では、当然門真市さんになるかと

思うんですが、市としては当然市民の方だと思いますので、こういう言い方はいいん

でしょうか、僕は両方だと考えております。 

もともと、門真市様に税金を納めていらしたのは市民の方ですから、純粋に最終的

には市民ですね。 

私ども市民として考えていますので、それでやらせていただいて、むしろ門真市さ

んのサービスに合わせていただくということは、当然クライアントは市民になります

よね。 

 

【委員】 

はい。そうゆうふうにお考えなんですね。関連してお伺いしますが、市民公益活動

支援センター設置条例を見ていただくと、一応書いてあることは書いてあるんですが、

基本的には市民一般ではないですよね。ターゲットを絞っていますよね。 
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【みんなのかどま】 

はい。 

 

【委員】 

それはともかくとして、次は中間支援というのは一般的な市民活動か、それにいた

るまでの動き、あるいはＮＰＯ等々を支援するというのが普通です。しかし、最近は

地域のいろいろな団体、自治会であるとか社協さんだとか、あるいはもっと他の新し

い自治組織だとかとの連携というのは各地で模索されて、これまでは、どちらかとい

えば対立関係があったものが、むしろ、協働で地域づくりまちづくりに取り組もうと

いう動きが出てきているように思うんです。皆さん方は、門真市の中で地域の諸団体

との関係をどういうふうに構築されていこうとお考えなんでしょうか。 

 

【みんなのかどま】 

どちらかといいますとまずは、一つ一つ地域というよりは公益活動といいますか、

地域に絞らない。門真市域でされている活動と結んでいくことがまず先かなとは思っ

ております。 

そちらがまず第一にあって、それで余力ができていればこれは先ほどおっしゃった

アウェイとホームでないですけども、ホームではない有利さ、つまり第三者に立てる

有利さを使って地域の間に入るということは考えていきたいと思います。 

ただ、あくまでこれも、ちょっといろいろ人数体制とかありますから、うまく余裕

が出てしっかりやれるとわかったときに次々とやってきていければ幸いです。 

 

【委員】 

ありがとうございました。先ほど、地域へ出かけられるんだってことも仰っていた

ので、もっと積極的に地域の団体と接点をもたれるのかなと思ったんですが、どうな

んですか。 

 

【みんなのかどま】 

そこはもちろん地域との団体といっても今おっしゃったのは自治組織というお話だ

ったので、あえて切り分けたものです。 



 26 

地域自治組織となると本当に課題がその地域だけなりますので、そこではなくて、

地域にあるさまざまな、例えば庁内を超える活動も校区単位であれば、もう広いかな

と思いますんで、それぐらいのレベルになるとこであればどんどん仕掛けていこうか

なと思います。 

 

【委員】 

はい、ありがとうございました。  

それではもう１つですけども、いろいろ市民活動団体というにはいろいろ社会の課題

を解決していこうと自主的・主体的にやっていこうということが基本ですよね。 

ということは、逆にいえばその課題というものをどういうふうに見るかというのが

すごく大事なんだと思うんですけどもセンターはちょっと置いといてあの最近は、こ

の周辺でも、特に寝屋川市などでも、悲惨な事件、事故などが起こりましたよね、あ

あいうこともありますし、地域課題というのは、とかくたくさんあると思うんですけ

どもとりあえず門真市における課題、市民が取り組まなければならない課題とはなん

だと思われます。ひとつふたつ例を挙げていただいたらと思いますが。 

 

【みんなのかどま】 

そうですね、門真市に限定するかどうか難しいんですけども 

まあ、やはり先程近藤も申し上げましたように、皆さん生活スタイルがばらばらと

いうのは、門真市に限ったことではなくてやはり何をするのには、そこに集まれない

人たちが絶対いると思うんですね。 

僕らその公益の活動者として、どこまで踏み込むかは難しいのですが、結論としま

しては、やはり顔の見える関係をつくっていくという基本的なことかもしれませんし、

これに超したことは、今の段階で僕にはないと思います。ですので、本当に数を重ね

てお話をする回数がイコール信頼関係の回数と考えておりますので、それが私たちが

作った体制のなかで、どれだけできるかということですし、ＮＰＯだけでも30ありま

すし小中学校でも14でしたか、いろいろある中でどこまでいけるかという顔の見える

関係をいかにつくるかというのが課題かと考えております。 

門真市の課題ということになりましたら地形を見てもわかるんですけれど。第２京

阪で割られたような感じにはなっていると思うんです。 
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それで京阪沿線とどちらかというと、学研都市線より、あるいは門真南の方と位置

じがあると思います、そんなにはないように思うんですね。 

門真市全体のまとまりでいくと、ちょっと難しいところがあるかなとは私自身は思

っていますので、ここを飛び越えるような何かができればというのがまず１つありま

す。何よりも先ほど申し上げたとおり、人のやはり時間のとり方がまちまちです。実

際に町工場を営んでいらっしゃる方も多いですし、農業の方もいらっしゃいますし、

そして多くは大阪市内に通っておられる方がいます。 

このあたりの穴埋めをするには、やはりそのセンターがありますように、多くの時

間帯９時から９時30分ですよね。ずっと共通の人物がいるというところをどう生かせ

るかというのが１つポイントになってくると思います。 

 

【委員長】 

はい。有難うございました。 

とりあえず一巡しましたが、また、少し時間がありますんで。 

 

【事務局】 

残り９分30秒です。 

 

【委員長】 

ばらばらですけども、質問させていただきたいと思います。はいどうぞ。 

 

【委員】 

すいません、今日たくさんプレゼンにおいでいただいてうれしいなと思うんですが、 

常駐の予定は今こられている方、どなたになるんですか。 

すみません。  

はい。わかりました。ありがとうございます。 

 

【委員長】 

いいですか。ほかに。  
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【委員】 

ありがとうございます。先ほど門真市の課題という話がありましたが、お話にあっ

たとおり、高度成長期に非常に大きな人口流入があって、それが、今、平成12年から

一貫して減少してて一方で世帯数は増加続けているという状況、その意味では、ちょ

っと前に人口が増えてそれが今の社会課題となっているという、ある意味非常に都市

的な課題を持っている、町だというふうに考えております。 

そうするとですね、２団体がお持ちの農業と国際関係がないとは申しませんけれど

も、テーマ的にはむしろ弱いところなのではないかというふうにも考えられますが、

そのあたりはいかがですか。 

 

【みんなのかどま】 

はい、農業の方を担当させていただいております、みんたく団の方から、まず、農

業についてちょっとお答えさせていただきます。「農」というのは入口としてすごく

受け入れられやすいところがあります。 

市民活動のなんと言えばいいのでしょうか、入り口としてすごく適切なんですね。

それは他市でも補助金をいただいている事業がありまして、そちらでも証明されて 

いるとことなんですが、いろいろな人が来てくれるというところで、市民活動の切り

口としてすごく優れているんではないかと、このように考えております。 

 

【委員】 

ありがとうございます。 

 

【みんなのかどま】 

はい。国際の方でですね人口の流入ということで課題があるということなんですが、

やはり門真市でも海外からの労働者という方がたくさん入ってこられているかと思い

ます。単身で入ってこられる方もいらっしゃるでしょうし、母子家庭ファミリーで来

られている方々は、やはり地域に溶け込んでいくということは１つの大きな課題であ

るかと思いますので、そういったところで、こちらの協議会の方でも実施しているこ

とをいろいろ活かして、門真市でできればというふうに考えております。 

以上です。 
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【委員】 

ありがとうございます。皆さんがしたいことを門真の課題から拾っていくというの

はわかります。ただ恐らく皆さんからまだ見えていない、皆さんの課題とは違う課題

に直面している困ってる人やそれをほっとけない人、個人として動いてる人が多いと

いう話がありましたが、そういう皆さんがしたいこととは違う、困りごとのテーマに

直面している方にどう寄り添うかということをもし伺えるようでしたら教えてくださ

い。 

 

【みんなのかどま】 

具体策をお答えすればいいんですかね、この場合は。 

 

【委員】 

テーマ的にはすごく広くなっていくと思いますので、むしろ、中間支援組織として

そういう多様なニーズに、２団体がお持ちの得意分野ではなくて、そうではないニー

ズをお持ちの中間支援のニーズに、どう応えていくかという方針を教えていただけれ

ばと思います。 

 

【みんなのかどま】 

確かに得意ではない、いろんな課題があるかと思います。そういった場合に、私ど

もの持っております、ネットワークを生かしまして他の団体の協力を得て、いろいろ

な知見を持って、さまざまな課題に取り組んでいきたいというふうには考えておりま

す。 

 

【委員】 

センターが、交通の便でいうと余りよくないところにあると認識していまして、そ

の部分はまたちょっと大変だと思います。ぜひ、そこは頑張っていただきたいのと、

それで大丈夫ですかということなんですが、今聞かれてもどうしようもないと思うん

です。もう１点、これは簡単で難しいことなんですが、コピー機などは指定管理を受

ける方がレンタルするということを仕様書に書いてあるんです。皆さんの業務収支計

画書ではレンタルのリース代が入っていないんです。 
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結構な金額になりますので、それがないと収支計画書の全体像が変わってくるかな

と思うんですが、そこは大丈夫ですか。もし、今すぐには答えられないということで

あれば、仕様書の中にはコピー機などの什器は管理者側がリースすることとなってい

て、今指定管を受けてるところもリースしておられるんです。 

それで、その分の費用大丈夫ですかっていうことを一応念押ししておきたかったと

いうことです。すいません失礼しました。 

 

【委員長】 

すぐ答えられますか。 

 

【みんなのかどま】 

こちらは調べて回答いたします。コピー機については、たしか継続して使えるとい

うお話を聞いていましたので、ちょっとそのあたりで齟齬があったかもしれません。

調べます。 

 

【委員長】 

はい。後日いただいても、判定は今日してしまいますので。それは結構です。はい。 

他はよろしいですか。 

 

【みんなのかどま】 

はい。もちろんそれでリース費等必要であれば、この予算枠内で、しっかり、費目

は変わりますけども、調整をさせていただきます。 

 

【事務局】 

残り２分45秒です 

 

【委員長】 

他に何か、よろしいですか、あります？いいですよ、はい。 

 

【委員】 
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すみません、ちょっと本筋とは違うかもしれませんが、みんなの未来かいたく団は、

去年の11月にできて、今年の７月で８カ月の収支がありますが、数字だけ見てますと、

活動されてないように見えてしまいます。25万円ぐらいの収入と支出があるだけで、

今どんな活動をされているのでしょうか。 

 

【みんなのかどま】 

余り活動をしてないように見えるというのは、お金自体がそんなに動いてないとい

う部分で、ボランティアはほぼ活動しているのは大体手持ち、手弁当で皆さんやって

いるということになっていると思います。 

多分どういう活動というのは、申込用紙の方に書いてあると思うんですが、直近で

いいますと、とりあえず開墾及び農作業ということは日々行っております。 

でそうですね、あとＵＲの活動ということをやったり、とれた野菜を販売したりと

か、そういうことを収支に充てたりとかいうこともやっております。 

そうですね、あとはもうイベントですね。農作業イベントをやったりとか、農作業

イベント体験ワークとか、そういうことはやっておりますね。 

 

【事務局】 

あと58秒です。 

 

【委員】 

手弁当で皆さん集まってくれるものなのでしょうか。  

 

【みんなのかどま】 

そのへんが１年半で500人という動員実績として現れていると思います。 

 

【委員】 

最後に一点だけ予算の関係なんですけれど、人件費で、管理担当要員の予算が、25

万円掛ける12カ月掛ける1.8人なんですけれど、３人を専従でまわされるということで

すけれど、大丈夫ですか。 
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【みんなのかどま】 

あくまで専従１人以上というふうに聞いておりますので、この給与体系でいうとこ

ろの専従扱い1.8名というところです。そのために運営担当アルバイトという項目を設

けまして、こちらでまかなうという計画をしております。 

 

【委員】 

アルバイトの給与は最低のぎりぎりところですけど、大丈夫なんですかね。 

 

【みんなのかどま】 

そこは今日、お渡しました資料にも書いてありますように、900円が最低限でござい

まして、そこに実際は。うまく積み上げていくなど配慮をするつもりです。 

 

【事務局】 

これでプレゼンテーションを終わりますが、先ほどの質疑の中にございました、印

刷機コピー器のリース契約につきましては、質問をちょうだいしました分の回答の４

番で回答させていただいてるんですけれども、印刷機につきましては、年間6,268円、

コピー機につきましては、月3,000円のリース料が必要ですということで事務局のほう

から回答させていただいておりますので、もし結果によりましては、またその後、ご

検討の方、よろしくお願いいたします  

 

【みんなのかどま】 

そこを補足するのですけれども、実は収支計画書の中の最後の項目一般管理費のリ

ース料のところに、ちゃんと反映はしております。 

リース料年間でいいますと、四、五ですので、四万五千円で計上しております。 

はい、想定済みでした、すみません恐れ入ります。 

 

【事務局】 

どうも有難うございました。 

 

（休憩・集計） 
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【委員長】  

集計が終わりましたんで再開をいたします。事務局から結果の報告をお願いしたい

と思います。 

 

【事務局】  

それでは、集計結果についてご報告をさせていただきます。集計結果は、第１次審

査と第２次審査をあわせた得点をご報告させていただきます。第１位はみんなのかど

ま協議会で 1,093点 第２位は、特定非営利活動法人あいまち門真ステーション 1,032

点となりました。  

 

【委員長】  

ありがとうございました。お手元に数字も出ておりますけれど、今日のプレゼンの

方が 35点差、総合得点が 61点差ですか。 

これは、点数だけで決まるというものではない総合的に判断して、決めるというこ

とです。ということで、こういう結果になってどういうふうにしたいかというご判断

をお伺いしたいと思いますが、えーと順番でよろしいですか。○○委員からでいいで

しょうか。  

 

【委員】 

みんなのかどま協議会は、○○委員がおっしゃったようにアウェイです。新しい風

を吹き込んでくれる気はしますが、本当に門真を考えたときに、やはり門真に住まれ

て、今まで活動されてきた方の方が頑張ってくれるように思いました。受け答えにし

ても、みんなのかどま協議会の方がしっかり慣れた感じがして、きれい過ぎて逆に違

和感を覚えました。ローテーションでしゃべられてスマートに見えますが、スマート

過ぎて機械的な印象でしたので、私自身はあいまち門真ステーションがいいと思いま

した。 

 

【委員長】 

○○委員はどうですか。 
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【委員】  

私の場合は、当初というか審査に入る前は、地元有利だろうと思ってたんですがね。

実際にその審査を一次二次とやってくるなかで、少しがっかりする方があいまちさ 

んに対して多かったんですよね。点数は辛くなっています。今日のプレゼンでいって

も、それぞれが言っていますね。今、○○委員が言われたように、みんなのかどまの

方は、非常にその手なれたあの形ですね。少しいわゆるそのにおいがあるとういう癖

があるような感じはするんですけれども。対話能力があります。受け答えをした時に

ね。 

 これは僕、非常に大事だというふうに思っていまして、毎月これから行政と話し合

いをやりながらというふうになっていくんですけれども、あいまちの方がこの間も、

そういうふうな行政とのやりとりをしてきながらも、あのホームページであったりと

か実績を見たときに、どれだけその対話の結果が実践に反映されたのかという不安を

思っていました。 

今日のこの受け答えもその辺を感じたんです。その点でみんなの門真の方は非常に

自分なりの癖がありすぎないかっていう懸念はあったんですけれども、対話能力があ

るので、これからの議論の中で、その辺は改善されていくんじゃないのかというふう

に思います。ということで、最終的に私はみんなの門真でいいのではないかと思った

んです。 

 

【委員長】  

ありがとうございました。それでは○○委員はいかがでしょう。 

 

【委員】 

あいまち門真ステーションさんは、閉塞感があるのかなというふうな印象をずっと

持っていました。かといって、みんなのかどま協議会さんについては、やはり国際分

野であるとか、農の分野があるとか、そういった得意分野ということで、先生方もお

っしゃっていましたけれども、そこを除けば門真の中でどういうチャレンジをいただ

けるのかなというところが、プレゼンを聞いても具体的に見えてこないので、そのあ

たりはどうされるのかなという不安も正直あります。あいまち門真ステーションさん

の方は、やはり地域に根ざした顔の見える関係をつくった６年間の実績もありますし、
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もともと地域の方です。そのへんの安心感はあるんです。この間の閉塞間も踏まえな

がら考えると、やはり新しいところに賭けてみるのもいいのかなというふうな判断を

しております。 

 

【委員長】  

はい、ありがとうございました。それでは、○○委員いかがでしょうか。 

 

【委員】  

あいまち門真ステーションさんは、この話の中にもありましたとおり、やはり、地

域に根付いてやってこられたということを、プレゼンの中でも押してこられるのだろ

うなと思っていたんです。けれど、これまで蓄積してきて、ようやく新しい展開がで

きているのだというお話があったので、そこのところをどう評価したらいいものかど

うかというところが迷いました。ただ、その展開の中で出てきたのが、やはり大学の

名前が出てきて、別に大学が悪いということでもなくて、これまでとは違うアプロー

チ、あるいは、これまでのアプローチを継続していって展開できるかどうかなという

ところについてちょっと不安を感じました。特にお伺いしたことに対して、なかなか

的確なお答えがいただけないなかで、利用者さんともそうなのかなあと正直に思った

ところです。また、これは仕方がないことかもしれませんが、「やや行政頼りだよね」

というところのスタンスが気になったというところです。 

ということですみません、私、面接のところでは、あいまち門真ステーションさん

に厳しい点をつけました。ただ一方で、みんなのかどま協議会さんも、今しておられ

ないのですね、いろいろ言えるところはあるだろうというところをどう見るか。 

ちょっと残念だったなと思うのが、やはり、上から目線かなというところが少し感

じられた気配があって、すみません、印象論なので個々のどこがどうだというふうに

言えないのでですね、そこが具体的に点数に反映させてはいないんですけれども、た

だそういう意味ではある意味手馴れているところですね。 

スタッフの方が直接地域に行って話をするというところに、少し期待をしていまし

た。一方では不安材料もあって、そこでいう地域というのは、いわゆる支援団体にイ

コールということではないのかなというところは感じられました。ですので、どれ位

根を張っていけるかというところについて少し不安もあります。 
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そのようなバランシングでですね、みんなのかどま協議会さんのところに点数がき

ました。総合的にどうなのかというところについて私からは見えてないところがあっ

て、あいまち門真ステーションさんは、ご自身がおっしゃるようなネットワークを既

にお持ちで、今後それを活用していけるのかというところ、みんなのかどま協議会さ

んは、ある意味でホームではないところ、そうでないというお話もありましたけれど

も、ホームではないところに、少し交通の便が悪いということも余りご存じなかった

ようでした。そういうところを踏まえて、あいまち門真ステーションさんが本来は強

みとして発揮できるはずだったところに食い込んでいけるかどうかということですね、

皆さんのご意見を伺って判断につなげられればという風に思いながら採点表を見てい

たところでございます。以上です。 

 

【委員】  

私自身も非常にこれは迷ったというか悩ましいところがありまして、一つは、中間

支援団体の運営を 10年間関わってきましたんで、もしかすると、これが変わるとなか

なか大変だなというのは、正直あるんですよね。というのは、ひとつに人脈、ネット

ワークですね。これが一番悩ましいところですが、ただ今日お話を伺って質問も何回

かさせていただいたんですけれども、これまで作ってこられたネットワークの内実は

もうひとつ見えないんですよね。ですから、どういうネットワークを作ってこられた

のかというところは見えないので、そこのあたりがある意味で、「６年間かけたにもか

かわらず・・」なのか。 

まだまだ時間が足りないということもありますが、もう少し着実な歩みをしていた

だきたかったなというのが少しあります。それと、地域のニーズ把握等のこともいく

つか言っておられましたけれども、ほんとうのニーズを把握されているのかというと

ころも少し不安材料であります。 

課題として、レンコンを挙げられたのは一つの視点としては面白いんですが、ある

意味で「おもしろい」というところにとどまっているのではないかなと感じます。 

本当に地域課題が何であるかというご認識は、どちらの団体もそうですけれど、そ

の押さえが弱いなあと思います。もう少し。事例で寝屋川の例を出したのですけれど、

もっと深刻な問題というのはたくさんあるはずなんです。 

時間的にすぐやらなくてもいいんだけれど、中間支援として、どうそれに取り込む
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団体を支援するかというところを、もう少しどちらの団体も言っていただきたかった。 

それは両者とも少し弱いかなという感じがして。この辺は今後の指定管理者の大き

な課題ということで、ある意味、逆に行政の方からもっとそこを突っついていただく

ということも必要なのかもしれないなという気はいたしました。ですので、点数をつ

けて最終的に、皆さんの点数を合算すると、こういう形になって、僅差だということ

は何となく納得のいく感じです。少しまだ未確定なのでどうなるかわからないという

ところもありますが、そこはそこでやっていただける可能性があるということもかけ

て、最終総合評価の点数はこんなところかなという感じが私はしたというところでご

ざいます。 

 

【委員長】 

という事でこの点数が全てじゃないですけれど、点数の結果でいいんではないかな

という気がしたところですが、ほかにまた別の意見があれば出していただけますか、

いかがでしょうか。  

特にございませんか。ということでしたらこの２社の中で、みんなのかどま協議会

の方が少し総合得点が高いということで、話の中でもそういうご意見もあったように

思いますので、こちらの方を指定管理者候補者ということでさせていただくというこ

とでよろしゅうございますでしょうか。 

はいじゃあ、そういうことにさせていただきます。よろしいですか。 

はいそれで、審議を２回にわたってやっていただきましたけども、今後また指定管

理ですから、議会等々でいろいろあってこちらを第一優先交渉権利者というふうにな

るんでしょうかねそういう形でなっておりますけども、その今後の段取りを少し事務

局のほうから御説明いただいたらと思っていますが。 

 

【事務局】  

本日は大変お忙しい中長時間にわたり誠にありがとうございました。指定管理者選

定に際しましては慎重なご審議を賜り、本施設にふさわしい指定管理者の候補者をご

選定いただきましたことを心からお礼申し上げます。今後の日程でございますが、９

月下旬までに選定通知を団体に送付をさせていただきます。本日選定いただきました

みんなのかどま協議会を指定管理者候補者とする議案を市議会へ提出し、12月議会に
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おいて指定議決後基本協定を締結し、来年４月１日から門真市立市民公益活動支援セ

ンターの指定管理者として管理運営を３年にわたって行っていただく予定にしており

ます。なお、12月議会までに候補者に何らかの瑕疵が生じた場合を考えまして、特定

非営利活動法人あいまち門真ステーションを次点の候補者とさせていただきますので、

ご理解のほどよろしくお願いいたします。ほんとうにありがとうございました。 

 

【委員長】  

というところで、指定管理者候補者決定ということでございます。ありがとうござ

いました。他に何かつけ加えるご意見があればお話しいただいても結構ですがよろし

いですか。議決されますと、次年度から今の団体（指定管理者）から新しい団体に変

わるという事になるわけですが、それに伴う引継ぎだけはきちんとやっていただきた

いということは、同団体に対してお願いをしていくということになろうかと思います。 

それでは、門真市立市民公益活動支援センターが、今後、市内での新しい公民協働

の拠点となりますことを祈念いたしまして、本委員会を閉会とさせていただきます。

皆さんどうもお忙しいところありがとございました。 

 

 


